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【主題および達成目標】

人間と機械および人間と環境に関する関係において、人間側の受ける影響を、生理学的な側面と心理学的

な側面から課題を取り上げ、生体機構の仕組みとその応用について講義する。

【前もって履修しておくべき科目】

特になし

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

特になし

【教科書等】

教科書は使用しない。適宜プリントを配布する。

【授業内容とその進め方】

以下の課題について授業を進める。

 

 

 

（１）ヒューマン・インターフェイスの主要課題

 

 

 

（２）感覚系の構造・機能とその応用（入力系）
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　　　（ａ）視覚｛視力、色覚、ＶＤＴ作業評価など｝

 

 

 

　　　（ｂ）聴覚、（ｃ）触覚、（ｄ）味覚、（ｅ）嗅覚

 

 

 

（３）脳の構造・機能とその応用　（統合系）｛誘発脳波、自発脳波など｝

 

 

 

（４）筋肉の構造と機能とその応用（出力系）｛筋収縮機構、筋・神経機構など｝

 

 

 

（５）異環境の影響とその応用　｛高圧、低圧、高温、低温、閉鎖環境など｝

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

レポートにより評価する。

【オフィスアワー：授業相談】

　

【学生へのメッセージ】

生体の機能についての理解と種々の環境における人間の適応についての理解が得られることを念頭に授業

を行う。

【その他】

　


